
 

 

 

 

1 

一 般 社 団 法 人 日 本 経 済 協 会 機 関 誌  

   

            

 

 

 

〜  経済、企業経営のナビゲーター  〜  

2016 年 2 月 上 旬 号    No.2360 号  

☆ ホ ー ム ペ ー ジ リ ニ ュ ー ア ル を 致 し ま し た 。 理 事 長 「 コ ラ ム 」 も ご 覧 く だ さ い ！  

日 本 経 済 協 会  検 索  

【目次】  

1.       国際政治経済と株価の推移ならびにアジア経済  

 ・ ・ ・「 中 国 ・ 韓 国 」 発 の ア ジ ア 経 済 の 変 容 と 日 本 経 済 の 展 望 ・ ・ ・  

        一 般 社 団 法 人 日 本 経 済 協 会  理 事 長    

早 稲 田 大 学 名 誉 教 授    経 済 学 博 士   田村正勝  

2.違 っ た 景 色 （ 73）  〜  若 葉 ・ 山 笑 う  〜  

         一 般 社 団 法 人 日 本 経 済 協 会  理 事    廣田光次              

3.今 一 度 『  違 っ た 角 度 か ら も 眺 め て お く  』  

4.『 2016 年 の 景 気 見 通 し 』 (購 読 の ご 案 内 )     田村正勝  

5.気 に な る NEWS 報 道   ～  風 化 さ せ ま い と ・ ・ ・  ～   

6.出 逢 い （ 10）  ～  働 く 誇 り  ～  

7.講 演 会 ・ セ ミ ナ ー の 案 内  (添 付 フ ァ イ ル を ご 覧 く だ さ い )                                       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンパス 
   

 

 

 

『 信 頼 』 こ そ 命 。  

お 客 さ ま 第 一 主 義 が 、  

私 た ち の 基 本 理 念 で す 。  

『 総 合 資 産 コ ン サ ル テ ィ ン グ を 通 じ て  

家 族 ・ 社 会 の 繁 栄 、 資 産 の 保 全 に  

貢 献 し ま す 。』  

 

 

日本資産総研グループ 

〒 101 — 0 0 2 7 東 京 都 千 代 田 区 神 田 平 河 町  

1 番 地 第 ３ 東 ビ ル  

TE L.(03 )5835 - 2 5 2 7  

ht tp:// www.ja gi.co.j p  

 

http://www.jagi.co.jp/


 

 

 

 

2 

 

 

                    

一 般 社 団 法 人 「 日 本 経 済 協 会 」 理 事 長   

                早 稲 田 大 学 名 誉 教 授  経 済 学 博 士   田 村  正 勝  

 

 

（ 一 ） 年 初 の 株 価 暴 落 は な ぜ か - - - - - - -今 後 の 展 望 は ！  

（ １ ） ア メ リ カ の 政 策 と 中 国 減 速 お よ び 原 油 価 格 暴 落  

2016 年 最 初 の 日 経 平 均 株 価 は 、前 年 末 よ り 約 582 円（ 3 .06％ ）安 い 1 万 8450 円 と

な り 、 大 発 会 は 3 年 連 続 の 値 下 が り と な っ た 。 そ の 後 も ６ 日 間 の 続 落 で 1 万 7000 円

に 近 付 き 、 年 明 け 1800 円 安 。 そ し て 18 日 に は １ 万 6000 円 台 へ 。 そ れ は 第 一 に 年 末

の ア メ リ カ 市 場 に お け る 大 幅 な 値 下 が り 、 第 二 に 中 国 の 製 造 業 の 予 想 外 の 鈍 化 、 第 三

に サ ウ ジ ア ラ ビ ア と イ ラ ン の 国 交 断 絶 、 第 四 に 原 油 安 か ら オ イ ル マ ネ ー が 株 式 市 場 か

ら 引 き 揚 げ ら れ る 可 能 性 な ど 、 こ れ ら に 対 す る 思 惑 が 大 幅 な 続 落 の 原 因 で あ る 。  

 

 15 年 の ニ ュ ー ヨ ー ク 株 式 市 場 は 「 ダ ウ 工 業 株 平 均 」 が 年 間 で 2 .2％ 下 落 し 、 リ ー マ

ン シ ョ ッ ク の 08 年 以 来 7 年 ぶ り の 値 下 が り と な っ た 。国 外 で 儲 け る 比 率 の 大 き い「 ア

メ リ カ 製 造 業 」 に と っ て 「 ド ル 高 」 は 、 ド ル 換 算 利 益 を 圧 縮 す る 。 さ ら に 連 邦 準 備 制

度 理 事 会 （ Ｆ Ｒ Ｂ ） の 利 上 げ ペ ー ス が 想 定 以 上 に 早 ま れ ば 、 こ れ も 景 気 の 足 か せ と な

る 。加 え て「 Ｗ Ｔ Ｉ 原 油 の 先 物 価 格 」が 一 時「 １ バ レ ル 33 ド ル 台 」に 下 が り 、年 末 の

終 り 値 で も 14 年 末 に 比 べ て 30％ も 安 い 37 ド ル と な っ た 。投 資 家 は こ れ ら を 読 ん で 、

景 気 が か な り 好 調 な の に 年 末 に 株 式 を 売 り 急 い だ 。  

 

 こ れ に 加 え て も う ひ と つ 中 国 経 済 の 減 速 も 考 慮 さ れ た 。 こ の 減 速 が 原 油 価 格 の 値 下

が り と 、世 界 経 済 全 体 の 足 か せ と な る と い う 読 み だ 。た し か に 中 国 経 済 は 、05 年 の 為

替 制 度 改 革 以 来 「 元 相 場 」 が 「 値 上 が り 」 を 続 け て き た が 、 15 年 に 16 年 ぶ り に 「 値

下 が り 」に 転 じ 、２ ％ と か な り の 下 落 と な っ た 。ま た 世 界 か ら 中 国 へ の 15 年 の 輸 出 は

前 年 比 で 14％ も 減 少 し 、 製 造 業 の 景 況 感 を 示 す 「 購 買 担 当 者 指 数 Ｐ Ｍ Ｉ 」 は 12 月 ま

で 10 カ 月 連 続 で 、 50 を 下 回 っ て 景 気 の 悪 化 を 示 し た 。  

 

 他 方 で 中 国 で は 「 株 価 シ ョ ッ ク 」 を 期 に 、 上 場 企 業 の 大 株 主 は 半 年 間 は 持 ち 株 を 売

る こ と が 禁 止 さ れ た が 、 こ の 期 間 が 過 ぎ る 16 年 1 月 に 大 量 の 株 が 市 場 で 売 ら れ る 恐

れ が 生 じ て い た 。 ま た 値 動 き が 一 定 の 幅 を 超 え る と 取 引 停 止 と な る 「 サ ー キ ッ ト ブ レ

ー カ ー 」が 導 入 さ れ 、1 月 早 々 に 15 分 間 発 動 さ れ た 。上 海・深 圳 両 市 場 の 下 落 率 が 規

定 の ５ ％ に 達 し た か ら だ 。 そ れ ゆ え 再 開 後 も 売 り が 止 ま ら ず 、 下 げ 幅 が 7％ に 達 し た

時 点 で 取 引 の 打 ち 切 り と な っ た 。  

 

そ し て そ の 後 の サ ー キ ッ ト ブ レ ー カ ー の た び 重 な る 発 動 が 、 投 資 家 心 理 を 冷 や し て

国際政治経済と株価の推移ならびにアジア経済 
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中 国 株 も 続 落 し た 。 そ こ で サ ー キ ッ ト ブ レ ー カ ー の 発 動 を 見 合 わ せ 、 こ れ に よ り 年 始

の 中 国 株 の 下 落 が 止 ま っ た 。け れ ど も 中 国 経 済 の 先 行 き 不 安 と 、「 Ｗ Ｔ Ｉ 原 油 の 先 物 価

格 」 が 年 始 に は 一 時 30 ド ル 台 に も 下 落 し た こ と か ら 、 再 び 中 国 株 の 下 落 が 続 い た 。  

 

加 え て 後 に 見 る と お り 資 源 輸 出 国 で あ る Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 諸 国 は 、 中 国 経 済 の 鈍 化 と 国 際

資 源 価 格 の 低 下 の 双 方 と に よ り 「 対 中 国 輸 出 額 」 を は じ め 輸 出 額 が 低 下 し て き た 。 同

時 に こ れ が 中 国 の 対 Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 輸 出 を 減 少 さ せ 、 そ れ ら の マ イ ナ ス 相 乗 効 果 が 働 い て

い る 。 こ れ も 株 価 下 落 の 長 期 的 要 因 で あ る 。  

 

（ ２ ） 米 中 の 株 価 下 落 と 地 政 学 問 題 で 円 高 の 進 展  

日 本 の 株 価 は 大 手 企 業 の 「 自 社 株 買 い 」 や 「 配 当 金 」 を 増 や す こ と に よ り 、 さ ら に

は 公 的 資 金 の 導 入 に よ り 吊 り 上 げ ら れ て き た 。 し か し い ま 述 べ た 米 中 お よ び 原 油 価 格

下 落 の 事 情 か ら 、 今 年 の 大 発 会 の 株 価 も 大 暴 落 し た 。  

 

こ れ ま で 10 数 年 間 に わ た り 大 手 企 業 は 概 ね 、一 方 で 従 業 員 の コ ス ト を 2000 年 並 み

に 抑 え 、他 方 で 配 当 金 を 同 比 2～ 3 倍 に 増 や し て 15 兆 円 ほ ど に し 、自 社 株 を 15 年 12

月 ま で に 4 .7 兆 円 買 っ た 。ま た 公 的 資 金 に よ る 買 い こ み は 、ま ず 年 金 基 金（ Ｇ Ｐ Ｉ Ｆ ）

が 14 年 度 だ け で 3 兆 円 、 日 銀 は 15 年 に 「 上 場 投 資 信 託 （ Ｅ Ｔ Ｆ ）」 を 3 兆 円 買 い 増

し て い る 。  

 

こ れ ら か ら 15 年 末 の 日 経 平 均 株 価 終 値 は 前 年 末 よ り ９ ％ の 値 上 が り で 、 96 年 以 来

19 年 ぶ り の １ 万 9000 円 台 の 高 値 と な っ た 。 し か し 上 述 の 米 中 の 株 式 市 場 、 さ ら に は

年 初 に 同 様 に 落 ち 込 ん だ Ｅ Ｕ の 株 式 市 場 を 考 慮 し て 売 ら れ 、 こ れ か ら も 日 本 の 株 価 も

楽 観 で き な い 。  

 

他 方 で い わ ゆ る 地 政 学 上 の 問 題 も あ る 。 イ ラ ン と の 国 交 断 絶 は サ ウ ジ だ け で な く バ

ー レ ー ン 、ス ー ダ ン な ど に 広 が っ て い る 。こ の よ う な 中 東 問 題 に 加 え て 朝 鮮 半 島 問 題 、

さ ら に は ア メ リ カ の 大 統 領 選 な ど に も 目 が 離 せ な い 。 こ れ ら 地 政 学 上 の 問 題 か ら 円 高

が 進 ん で い る が 、 こ れ に よ り 大 企 業 の 利 益 減 少 の 見 込 み か ら 株 価 も 下 落 す る 。 １ 月 は

こ の 状 況 か ら 予 想 外 の 円 高 お よ び 株 価 下 落 と な っ て い る 。  

 

（ 二 ） 韓 国 経 済 と 中 国 な ら び に ア ジ ア の 経 済 関 係  

（ １ ） 韓 国 と 中 国 の 経 済 関 係 の 進 展 - - - - - -日 本 経 済 お よ び 米 経 済 と の 関 係 の 薄 ま り  

 中 国 経 済 の 減 速 は 、 韓 国 経 済 を も 厳 し く し て い る 。 韓 国 経 済 は 2000 年 こ ろ か ら 中

国 経 済 と の 関 係 を 緊 密 に し て き た が 、と く に 李 明 博 政 権（ 08～ 13 年 ）の 方 針 に 沿 っ て 、

大 企 業 の グ ロ ー バ ル 化 と り わ け 財 閥 グ ル ー プ を 中 心 に 輸 出 や 現 地 生 産 を 拡 大 し て き た 。

そ の 結 果 、た と え ば 薄 型 テ レ ビ 市 場 で は「 サ ム ス ン 電 子 」が 世 界 第 1 位 、「 Ｌ Ｇ 電 子 」

が 第 ２ 位 を 占 め る に 至 っ た 。 ま た 自 動 車 市 場 で も 「 現 代 自 動 車 グ ル ー プ 」 が 世 界 第 5

位 と な っ た 。  
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こ れ は 政 府 の 減 税 、 電 力 料 金 の 引 き 下 げ 、 Ｆ Ｔ Ａ の 推 進 な ど の 大 企 業 に 対 す る 積 極

的 な 支 援 策 に 拠 る と こ ろ が 大 き い 。 こ の よ う な 支 援 は 同 時 に 「 貿 易 赤 字 解 消 策 」 で も

あ り 、そ の た め に 輸 出 主 導 の 成 長 策 を 導 入 し た の で あ っ た 。韓 国 の「 貿 易 赤 字 」は 95

年 に は 約 101 億 ド ル 、96 年 に は 約 206 億 ド ル と“ う な ぎ 登 り ”と な っ て い た 。し か し

こ の 輸 出 主 導 の 経 済 政 策 が 奏 功 し 、 貿 易 収 支 は 2000～ 04 年 に は 平 均 で 約 156 億 ド ル

の 「 黒 字 」 に 転 換 し て い る 。  

 

こ の よ う な 成 果 は 「 チ ャ イ ナ ボ ー ナ ス 」 と も 言 わ れ る 。 韓 国 の 対 中 国 輸 出 は 、 中 国

の 経 済 成 長 に と も な っ て 急 激 に 増 大 し 、 02～ 04 年 間 に 対 中 国 輸 出 が 30％ も 増 え た 。

し た が っ て 韓 国 の「 輸 出 相 手 国 」は 、03 年 に 中 国 が ア メ リ カ を 抜 い て 最 大 輸 出 相 手 と

な り 、輸 出 全 体 に お け る 対 中 国 輸 出 の シ ェ ア は 、01 年 の 12 .1％ か ら 13 年 に は 26 .1％

に 増 大 し た 。 こ の 中 国 に 対 す る 輸 出 は 生 産 財 、 資 本 財 、 消 費 財 と き わ め て 多 方 面 に 及

ぶ 。  

 

こ れ ら か ら 韓 国 の「 輸 入 相 手 国 」も 、07 年 に 中 国 が 日 本 を 抜 い て 最 大 相 手 と な っ て

い る 。 そ れ ま で は 自 動 車 や 電 子 を は じ め と す る 部 品 を 日 本 か ら 輸 入 し て い た 。 し か し

12 年 に は 自 動 車 部 品 も 中 国 か ら の 輸 入 が 最 大 と な っ た 。 他 方 で 韓 国 の 自 動 車 産 業 は 、

ヴ ェ ト ナ ム な ど Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ に お け る 現 地 化 も 進 め て い る 。 そ れ ゆ え 15 年 に 対 ヴ ェ ト

ナ ム 輸 出 額 が 、 対 日 本 輸 出 額 を 上 回 っ た 。  

 

も っ と も 日 本 か ら の 輸 入 の 減 少 は 、 韓 国 企 業 が 進 出 先 の 生 産 の た め に 日 本 か ら 輸 入

し て い る こ と も 影 響 し て い る 。 韓 国 企 業 は 中 国 や Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 諸 国 に 進 出 し 、 そ の 現 地

で 日 本 か ら 輸 入 す る 。 同 時 に 韓 国 に お け る 日 本 企 業 の 現 地 生 産 が 進 み 、 こ の 現 地 企 業

が 韓 国 内 で の 調 達 に 切 り 替 え て き た 。 こ う し て 日 本 と の 貿 易 関 係 は 直 接 的 に は 薄 ま っ

て い る 。  

 

（ 表 １ ） 韓 国 の 輸 出 に 占 め る 主 要 国 の 割 合 （ ％ ）  

 1 9 6 1  1 9 9 6  2 0 0 0  2 0 0 3  2 0 0 6  2 0 0 7  2 0 1 0  2 0 1 1  2 0 1 3  2 0 1 4  

米 国  

日 本  

中 国  

2 5 . 8  

1 7 . 2  

1 . 4  

1 6 . 7  

1 2 . 2  

8 . 8  

2 1 . 8  

1 1 . 9  

1 0 . 7  

1 7 . 7  

8 . 9  

1 8 . 1  

1 3 . 3  

8 . 2  

2 1 . 3  

1 2 . 3  

7 . 1  

2 2 . 1  

1 0 . 1  

6 . 0  

2 5 . 1  

1 0 . 1  

7 . 1  

2 4 . 2  

1 1 . 1  

6 . 2  

2 6 . 1  

1 2 . 3  

5 . 6  

2 5 . 4  

          韓 国 銀 行 E c o n o m i c  S t a t i s t i c s  S y s t e m、  R I M・ Vo l . 1 5   N o . 6 0 か ら 作 成  

（ 表 ２ ） 韓 国 の 輸 入 に 占 め る 主 要 国 の 割 合 （ ％ ）  

 1 9 6 1  1 9 9 6  2 0 0 0  2 0 0 3  2 0 0 6  2 0 0 7  2 0 1 0  2 0 1 1  2 0 1 3  2 0 1 4  

米 国  

日 本  

中 国  

2 3 . 2  

2 5 . 9  

4 . 2  

2 2 . 2  

2 0 . 9  

 5 . 7  

1 8 . 2  

1 9 . 8  

 8 . 0  

1 3 . 9  

2 0 . 3  

1 2 . 3  

1 0 . 9  

1 6 . 8  

1 5 . 7  

1 0 . 4  

1 5 . 8  

1 7 . 7  

  9 . 5  

1 5 . 1  

1 6 . 8  

  8 . 5  

1 3 . 0  

 1 6 . 5  

8 . 1  

1 1 . 6  

2 6 . 1  

8 . 6  

1 0 . 2  

 1 7 . 1  

韓 国 銀 行 E c o n o m i c  S t a t i s t i c s  S y s t e m、 R I M・ Vo l . 1 5   N o . 6 0  か ら 作 成  
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（ ２ ） 韓 国 の グ ロ ー バ ル 化 政 策 と 格 差 お よ び 成 長 鈍 化  

先 に 触 れ た と お り 一 方 で Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ と 中 国 の 間 で マ イ ナ ス の 相 乗 効 果 が 作 用 し 、 他

方 で 韓 国 と 中 国 の 相 互 依 存 の プ ラ ス 効 果 が 働 い て き た 。 し か し 中 国 経 済 の 減 速 と 資 源

の 国 際 価 格 の 下 落 か ら 、全 体 と し て ア ジ ア の 貿 易 環 境 は 厳 し く な っ て い る（ 表 ３ ）。け

れ ど も 他 方 で 中 国 の 景 気 底 打 ち の 兆 し も 見 え る 。 15 年 の 固 定 資 本 投 資 は 前 年 同 期 比

10％ 増 ほ ど を 維 持 し 、電 力 を 除 く イ ン フ ラ 投 資 は 同 比 18％ 増 だ 。こ の よ う な 中 国 経 済

の 内 需 が 、 外 需 の 不 振 を カ バ ー し て き た 。 と は い え 中 国 経 済 の 減 速 は 、 韓 国 経 済 に も

影 を 落 と し は じ め た 。  

 

      韓 国 の 上 述 の「 輸 出 主 導・規 制 緩 和 に よ る 経 済 成 長 策 」は 、た し か に 貿 易 赤 字 を 解 消

さ せ 、経 済 成 長 を 促 進 し た が 、他 方 で 財 閥 に 経 済 力 を 集 中 さ せ「 格 差 」を き わ め て 拡 大

さ せ た 。そ れ ば か り で な く Ｇ Ｄ Ｐ の 輸 出 依 存 度 が 大 き く な り す ぎ 、輸 出 が 縮 小 し た 場 合

の 「 経 済 成 長 率 低 下 」 の 度 合 い が 大 き く な っ て き た 。  

 

韓 国 経 済 の 輸 出 依 存 度 （ 輸 出 ／ Ｇ Ｄ Ｐ ） は 11 年 が 41％ 、 13 年 39％ 、 14 年 38％ と

極 め て 大 き い 。 ち な み に 日 本 の 同 依 存 度 は 10％ 程 度 で あ っ た が 、 最 近 は Ｇ Ｄ Ｐ が 縮 小

し た こ と か ら 13％ ほ ど と な っ た が 、 こ れ と 比 べ て 韓 国 の 同 依 存 度 が 、 い か に 大 き い か

明 ら か だ 。他 方 で 韓 国 の Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率 は 2000 年 代 平 均 が 4 .4％ で あ る が 、12 年 2 .3％ 、

13 年 2 .9％ 、 14 年 3.3％ と 落 ち 込 ん で き た 。 何 故 か 。  

 

最 近 ま で は 中 国 の 経 済 の 成 長 が Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ の 対 中 国 資 源 輸 出 を 引 っ 張 り 、 こ れ ら 諸

国 に 対 す る 韓 国 の 輸 出 も 伸 び て 、韓 国 の 貿 易 黒 字 と 経 済 成 長 を 促 進 し て き た 。し か し 中

国 経 済 の 伸 び が 低 下 し 、Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 諸 国 の 対 中 国 輸 出 が 縮 小 し た ゆ え 、こ れ ら Ａ Ｓ Ｅ Ａ

Ｎ 諸 国 に 対 す る 韓 国 の 輸 出 も 縮 小 し 、韓 国 の 経 済 成 長 も 低 下 し て き た 。こ れ ら の 事 情 は

次 表 の 15 年 の こ れ ら 諸 国 の 輸 出 減 少 か ら 明 ら か だ 。  

 

（ 表 3）ア ジ ア 諸 国 の 輸 出 増 減 率（ 対 前 年 同 期 比 ％ ） ＊ Ｊ Ｒ Ｉ 「 日 本 総 研 」 Vo l 1 6   N o . 1 7 8 よ り 作 成  

 韓 国  台 湾  中 国  香 港  シ ン ガ

ポ ー ル  

マ レ ー

シ ア  

イ ン ド

ネ シ ア  

フ ィ リ

ピ ン  

タ イ  イ ン ド  ヴ ェ ト

ナ ム  

1 3 年  

1 4 年  

1 5 年 上 期  

2 . 1  

2 . 3  

- 5 . 1  

1 . 4  

2 . 7  

- 6 . 9  

7 . 8  

6 . 0  

- 5 . 3  

3 . 6  

3 . 2  

- 0 . 5  

0 . 4  

- 0 . 1  

- 1 2 . 1  

0 . 3  

2 . 4  

- 1 3 . 1  

- 3 . 9  

- 3 . 4  

- 1 1 . 8  

8 . 8  

9 . 5  

- 4 . 0  

- 0 . 3  

- 0 . 4  

- 4 . 8  

4 . 7  

- 1 . 2  

- 1 5 . 9  

1 6 . 5  

1 2 . 6  

8 . 9  

こ の 表 の 15 年 上 期 の 中 国 の 輸 出 だ け は 、 趨 勢 を 明 白 に す る た め に 2 月 を 除 い て い

る 。 14 年 の 2 月 の 輸 出 が 異 常 に 少 な か っ た た め に 、 15 年 2 月 の 輸 出 は 大 き く な い の

に 前 年 同 月 比 は 48％ 増 と な っ た か ら だ 。そ れ は と も か く ア ジ ア 諸 国 の 輸 出 が 、中 国 経

済 の 成 長 鈍 化 に つ れ て 大 き く 落 ち 込 ん で い る こ と が 読 み と れ よ う 。 し か し 唯 一 ヴ ェ ト

ナ ム の 輸 出 だ け は 伸 び て い る 。 こ れ は 韓 国 を は じ め 台 湾 、 日 本 の 企 業 が 、 直 接 投 資 を

中 国 か ら ヴ ェ ト ナ ム へ と 移 し 始 め て い る か ら で あ り 、 ま た 既 に 中 国 の 企 業 も ヴ ェ ト ナ

ム に か な り 進 出 し て い る 。  
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（ 三 ） 日 韓 経 済 関 係 の 展 望  

 い ず れ に せ よ 中 国 や Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ の 貿 易 が 、 全 体 と し て 縮 小 し て き た こ と か ら 当 面 の

ア ジ ア 経 済 は 厳 し い が 、 同 時 に 日 本 経 済 も 、 対 中 国 輸 出 が 大 き く な っ て き た ド イ ツ な

ど Ｅ Ｕ 諸 国 経 済 も 、 こ の 点 で は 楽 観 で き な い 。        

 

他 方 で 韓 国 経 済 も 先 述 の と お り「 日 本 か ら の 輸 入 依 存 度 」を 低 下 さ せ て い る 。「 日 韓  

貿 易 」 は 11 年 を ピ ー ク に 、「 日 本 か ら の 韓 国 へ の 投 資 」 は 12 年 を ピ ー ク に い ず れ も  

縮 小 し て き た 。 こ れ ま で 韓 国 の 自 動 車 産 業 や 電 子 産 業 は 、 日 本 か ら の 生 産 財 、 資 本 財  

を 導 入 す る こ と に よ っ て 「 圧 縮 型 産 業 発 展 」 を 可 能 に し て き た が 、 自 動 車 部 品 の 輸 入  

相 手 は 、 今 や 中 国 が 圧 倒 的 と な っ て い る 。  

 

 い ず れ に せ よ 「 日 韓 貿 易 の 薄 ま り 」 は 、 先 に 若 干 触 れ た と お り 、 ① 韓 国 が 素 材 ・ 部

品 の 国 産 化 と 輸 入 先 の 多 様 化 を 図 っ た こ と 、 ② 日 本 企 業 の 韓 国 に お け る 生 産 が 増 大 し

た こ と 、 ③ 韓 国 企 業 の ア ジ ア に お け る 現 地 生 産 の 増 加 、 ④ ヴ ェ ト ナ ム に 「 サ ム ソ ン 電

子 」 と 「 Ｌ Ｇ 電 子 」 な ど が 進 出 し 、 韓 国 経 済 は ヴ ェ ト ナ ム に 新 た な サ プ ラ イ チ ェ ー ン

形 成 し て き た こ と な ど が 主 要 因 で あ る 。  

 

し か し 、 そ れ に も 拘 ら ず ら ず 韓 国 経 済 は 、 高 品 質 の 素 材 や 基 幹 部 品 お よ び 製 造 装 置

な ど は 依 然 と し て 日 本 か ら 輸 入 し て い る 。 た と え ば 14 年 の 日 本 企 業 の 鉄 鋼 製 品 の 最

大 輸 出 相 手 国 は 韓 国 、 次 い で 中 国 、 半 導 体 の 相 手 国 も 台 湾 、 ア メ リ カ 、 韓 国 の 順 で あ

る 。ま た 韓 国 経 済 は 、半 導 体 製 造 装 置 や 高 付 加 価 値 電 子 部 品 、非 メ モ リ ー 半 導 体 な ど 、

日 本 に 依 存 し て い る 部 分 も 小 さ く は な い 。 今 後 と も 日 本 と 韓 国 は 相 互 に 重 要 な パ ー ト

ナ ー と し て 、 経 済 関 係 を 維 持 し 発 展 さ せ う る で あ ろ う 。 そ れ が 歴 史 的 あ る い は 政 治 的

な 問 題 を 解 消 さ せ る と 期 待 で き る 。（ 本 稿 は R I M・ Vo l . 1 5   N o . 6 0「 グ ロ ー バ ル 化 が 変 え

る 日 韓 経 済 関 係 」 を 参 照 ）  
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日本資産総研のコンサルティング          

 

 

総合資産コンサルティング（商標登録番号 ：第 5521494 号 ）を通 じて  

家族 ・社会の繁栄 、資産の保全に貢献します。  

 

私 たちはお客 様 に満 足 していただける   会 社 法 、信 託 法 、事 業 承 継 、借 地    私 たちはコンサルティングに関  

ことを仕 事 の第 一 と考 えます。最 新 情   借 家 法 ・ ・ ・ ・めまぐるしく変 化 する時   わる様 々な研 究 にこだわり続 け、  

報 の提 供 や高 度 なノウハウが求 められ   代 にあって、企 業 ・個 人 の資 産 を     最 先 端 の対 応 と対 策 、さらに  

る重 要 案 件 への対 応 も可 能 。お客 様   守 り続 けることこそ、私 たちのカンパニ   そのノウハウをご提 供 。確 かな  

1 人 ひとりに適 した解 決 策 をご提 案 い   ―としての存 在 意 義 であると自 負 し    情 報 と実 践 力 でお客 様 のご要  

たします。                     ております。                   望 にお応 えいたします。  
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日本資産総研のコンサルティング          
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